
昔の道具に興味津 ！々坂祝小3年生が「ふるさと館」で郷土学習

坂祝町商工業の発展等に関するご寄付をいただきました
　このたび、 坂祝町役場に匿名希望の方より、 坂祝町商工業の発展等に関する

事業の推進に役立ててほしいと 200万円ご寄付いただきました。

　寄付を届けてくださった方の「商工業の発展等に関する事業へ」 というお志を

受け、 町では地域経済の振興と活力あるまちづくりの推進に活用させていただ

きます。

　坂祝町の未来を応援してくださるその温かいお気持ちに、 心より深く感謝申し

上げます。

　町ふるさと館（郷土資料館） に坂祝小学校3年生が訪れ、 総合的な学習の時間の一環として郷土学習を行

いました。

　「ふるさと館」 には、 かつて町内で盛んだった瓦製造の歴史を物語る立派な鬼瓦や、 かつての養蚕・ 農業

を支えた大型の農具、 そして大正から昭和にかけて実際に使われていた生活道具など、 約1,500点もの貴

重な民俗資料が収蔵されています。

　当日は、 町郷土史研究会「ふるさと会」 のメンバーらが案内人を務め、 道具の使い方や当時の暮らしの様

子を分かりやすく解説しました。 館内に再現された「昭和30年代の居間」 のコーナーでは、 ちゃぶ台やゼン

マイ式の柱時計、 そして現代では見かけることのないダイヤル式の黒電話に子どもたちの視線が集中。 実際

に黒電話のダイヤルを珍しそうに回してみたり、 洗濯板を使った昔の洗濯の手間に驚いたりと、 終始歓声が

上がっていました。

　児童たちは、案内人の話を一言も聞き漏らさないよう熱心にメモをとり、「今の暮らしはとても便利だけど、

昔の道具にはたくさんの知恵や工夫が詰まっていることが分かった」 「坂祝町の歴史をもっと調べてみたい」

と、 目を輝かせながら感想を話してくれました。

　教科書を開くだけでは体験できない本物の歴史と、 地域の人々との温かい触れ合いを通して、 児童たち

にとってふるさと・ 坂祝の魅力を再発見する大変貴重な学びの時間となりました。
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